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『絵本の可能性…普遍性と多様性に響感して…』に参加して 

台北で開催された第３８回国際幼児教育学会で行われた絵本シンポジウムから一月が

経ちました。今回の文化交流の場では幼児と絵本をめぐる各国の情報を提供することか

ら一歩進んで、共通点や問題点を話し合い、意見交換できる密度の濃さが期待されまし

た。９月１日のシンポジウムは、上記タイトルを中国側と日本側の研究者や実践者がど

う捉えているかが、浮き彫りになった興味深い「一期一会」でした。 

 年度初めに幼い子どもの不安感を感知して『ラチとらいおん』を読み聞かせした幼稚

園での現場報告と、対話や言葉の発達に問題を抱える子どもたちが親子でする絵本の「読

み合い遊び」の継続記録では、他者と主体的に関わるようになる萌芽を臨床発達心理学

から光を当てた報告がありました。両方とも絵本の可能性として、一人一人の子どもの

育ちに深く寄り添う絵本の潜在力が伝わってきました。 

 これに対し、香港からの発表では、子どもたちを集団で「教学」する絵本の力強い力が

印象に残りました。保育スケジュールに、言語発達を目標にするグループと絵本を基に

劇をするグループに分けて、絵本を活用する可能性です。シンポジウムの時間的制約の

ため別枠で研究発表された７か国の言語つき絵本「新北市多元文化教學繪本教學應用」

においても、それを感じました。 

しかし、未来を築いていく子どもたちの前には、現在、絵本は実に多様な視点で描か

れていますし、人類の平和人間の充実という理念追求において、共感し合あえた貴重な

時間だったのではないでしょうか。今後の継続的な研究交流が望まれます。 


